
■生き物の棲みやすさ（底層ＤＯ） ※ＤＯ(溶存酸素量）とは、水に溶け込んでいる酸素の量のことです。

【状 況】
・夏季の底層ＤＯについて再生行動計画前と現在の水平分布図を比較すると、目標の水質レベル“５mg／L 以上”
の範囲は概ね同様に分布しており、湾奥部の港湾区域周辺では、依然として当面の目標“３mg／L ”未満の海域
がみられます。冬季については、海域全体で５mg／L以上となっています。

・夏季の海域・箇所別の経年変化を見ると、年による変動はみられるものの、Ａ類型海域の全域及びＢ類型海域の
神戸港沖(B-1)で若干の上昇傾向が窺えます。神戸港沖のB-1を除くＢ類型海域及びＣ類型海域では、ほぼ横ばい
に推移している傾向です。

【評 価】
・平成16～21年度までの期間(６年間)で、Ａ類型海域で若干の改善傾向が見られますが、Ｂ・Ｃ類型海域では年変動
が大きく、概ね横ばいで推移していると考えられます。

・６年程度の短期間では明確な水質改善効果の発現は難しく、引き続き施策を着実に実施していくことが重要と考え
られます。

DO[mg/L] DO[mg/L] DO[mg/L]

■水平分布図
●現在(平成17～21年度)
・冬季(12～2月)の５年平均値※

●
概ね5mg/L
のライン

概ね5mg/L
のライン

概ね3mg/L
のライン

概ね3mg/L
のライン

出典）公共用水域水質測定結果

●現在(平成17～21年度)
・夏季(6～8月)の５年平均値※

●再生行動計画前(平成11～15年度)
・夏季(6～8月)の５年平均値※

※水質データは年変動が大きいことから５年平均値を採用。水平分布図は限られた測定箇所の水質データを基に作成しており、水質分布の傾向を
示したものです。
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■夏季の海域・箇所別 経年変化

【Ｃ類型海域】 【Ｂ類型海域】

・年変動･バラツキが大きく、概ね2～6mg/Lの範囲で
横ばいに推移

出典）公共用水域水質測定結果

・神戸港沖のB-1は上昇傾向に推移

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 B-1 B-2 B-3 B-4 B-5

【A類型海域】
A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A-10 A-11

再生行動計画期間 再生行動計画期間

・年変動･バラツキが大きく、概ね2～6mg/Lの範囲で
横ばいに推移

・年変動･バラツキが比較的小さく、概ね5mg/L以上
で上昇傾向に推移

・年変動･バラツキが小さく、概ね6mg/L以上の範囲で
上昇傾向に推移

再生行動計画期間 再生行動計画期間

・大阪湾に流れ込む汚れを減らす・大阪湾に流れ込む汚れを減らす
・大阪湾の水をきれいにする・大阪湾の水をきれいにする
・生き物が棲みやすい場所を増やす・生き物が棲みやすい場所を増やす
・大阪湾のゴミを減らす・大阪湾のゴミを減らす
・人と海との関わりを取り戻す・人と海との関わりを取り戻す
・大阪湾のモニタリングを充実する・大阪湾のモニタリングを充実する

大阪湾再生行動計画(H16-25)進捗状況《H23.3》

大阪湾はみんなのものみんなで大阪湾を再生しましょう！

■大阪湾再生行動計画とは…

構成団体： 内閣官房、国土交通省、農林水産省、経済産業省、環境省、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、京都市、大阪市
堺市、神戸市、(財)大阪湾ベイエリア開発推進機構 （事務局：近畿地方整備局企画部広域計画課内 06-942-1141（代））

大阪湾再生行動計画は、海水の汚濁・ゴミの増加、海の生き物の生息環境などの
悪化による生物多様性の低下などの大阪湾の環境の課題に対して、関係行政機関の
広域的な連携や住民・市民やＮＰＯ、学識者、企業等の多様な主体と連携・協働し
「大阪湾の再生」を目指すものです。

(推進体制)
(主な経緯)

・平成13年12月 ・・・「海の再生」都市再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

・平成15年 ７月 ・・・大阪湾再生推進会議 設立

・平成16年 ３月 ・・・大阪湾再生行動計画 策定

・平成19年度 ・・・ 中間評価 実施

・平成20年度 ・・・ 第１回改訂

・平成22年度 ・・・ 中間評価 実施
（広域連携）

市民
住民
ＮＰＯ

企業 学識者

国
地方
公共
団体

連携協働

大阪湾再生推進会議

■目標と指標

森・川・海のネットワークを通じて、
美しく親しみやすい豊かな「魚庭(なにわ)の海」を回復し、

京阪神都市圏として市民が誇りうる「大阪湾」を創出する

■具体的な目標達成のために・・・

《「魚庭の海」イメージ》

大阪湾では21地点の環境基準点で月に１回
程度の水質調査を行っています。
調査結果をもとに、

“生き物の棲みやすさ”
“水のきれいさ”

といった観点で大阪湾を評価しています。

■生活環境の保全に関する環境基準

大 阪 湾 の 水 質 調 査

※企業や大学などとの連携による年に一度の“水質一斉調査”でも、水質
汚濁が心配される大阪湾の健康診断を行っています！

Ａ類型 Ｂ類型 Ｃ類型

　ＣＯＤ ・2mg/L以下 ・3mg/L以下 ・8mg/L以下

　ＤＯ ・7.5mg/L以上 ・5mg/L以上 ・2mg/L以上

環境基準水質指定　基準値
項目＼海域

C-2
C-1

C-3
B-1 B-2

B-3
C-4

B-4

A-11

A-7

A-10

A-3

B-5 C-5
A-6

A-1
A-5

A-9

A-4

A-8
A-2

（淡路島）

兵庫県

A類型海域

C類型海域

B類型海域

和歌山県

大阪府
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【西田 修三 大阪大学 大学院工学研究科 教授】
・大阪湾の水質は、流入負荷の削減施策により長期的には改善傾向にありますが、気象や海象の影響を受けて大きく変動するため
に、経年的な改善施策の効果を捉えるのはとても難しいことです。大阪湾再生行動計画の施策評価のためにも、精度の高い水質
モニタリングを継続して実施し、データの蓄積と解析を行っていく必要があります。

【藤原 建紀 京都大学 大学院農学研究科 教授】
・水質指標には、負荷量削減の効果が現れやすい指標と現れにくい指標があります。現れにくいのは海域のＣＯＤ、底層ＤＯです。
一方、現れやすいのは河川のＢＯＤ、海域および河川の全窒素・全リン・栄養塩類であり、これらの濃度は着実に低下しており
ます。大阪湾は富栄養化状態から脱しつつあるとみられます。港湾の中に回遊してくる生物を目にすることも増えていますが、
これらが定着する場所は少なく、また市民が海にふれあう場所も限られています。これらの場の確保も必要と考えています。

【山西 良平 大阪市立自然史博物館 館長】
・大阪湾生き物一斉調査は平成20年度から３年間継続でき、平成22年度は淡路島でも調査を実施し活動が拡大しています。大阪湾
沿岸の網羅的な生物調査データとして貴重であり、貴重種や未記録種の発見、外来種の動向把握など学術面でも寄与しています。
調査の継続により、海岸生物からみた水質などの大阪湾の環境について、様々なことが明らかになると期待しています。

【矢持 進 大阪市立大学大学院工学研究科教授】
・環境監視(モニタリング)は何よりも続けることが重要です。そして、これからは水質だけを見るのではなく、もっと、海岸や沖
合の生き物の動態に着目することが必要と考えられます。また、「都市型自然再生」は都市の存在、人によるある程度の有機物
負荷を認めつつ、生物多様性の回復と円滑な物質循環の実現を目指すものと考えます。

・陸域からのＣＯＤ発生負荷量は昭和54年度から平成21年度までに約６割が減少しており、海域における窒素・リン
等も減少しています。特に湾奥部(Ⅳ類型海域)で顕著に減少しており、赤潮の発生原因である「植物性プランクト
ン」が増殖しやすくなる“富栄養化”が改善されつつあります。

■水のきれいさ（全窒素、全リン）

■学識経験者からの意見

※全窒素、全リンは、水中の窒素、リンの総量で富栄養化の指標として使われます。

■長期的な水質の推移

・大阪湾の水質について、東京湾・伊勢湾・三河湾と比較しながら昭和56年度から平成20年度までの推移を見ると、
夏季の底層ＤＯは概ね4mg/L台で推移しており、表層ＣＯＤ(年平均)は3mg/L前後までの低下傾向が窺えます。
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■ＣＯＤ発生負荷量(ﾄﾝ/日)の推移

■全窒素、全リンの環境基準海域 ■全窒素、全リンの推移（平成３～20年度）

減少

減少

 

Ⅱ類型海域

Ⅲ類型海域

Ⅳ類型海域

淡路島

神戸市

大阪市

堺市

岸和田市

泉佐野市

阪南市
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B-3
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C-1
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C-5

Ⅳ類型海域(湾奥部）での
減少が顕著

Ⅳ類型海域(湾奥部）での
減少が顕著

出典）広域総合水質調査(環境省)

・4mg/L台の範囲で、概ね横ばいに推移 ・3mg/L台後半から3mg/L前後まで低下

※敬称略、五十音順

出典）公共用水域水質測定結果出典）発生負荷量管理等調査(環境省)

環境基準
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
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Ｏ
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発
生
負
荷
量
（
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日
）

【状 況】
・夏季の表層ＣＯＤについて再生行動計画前と現在の水平分布図を比較すると、依然として湾奥部の港湾区域周辺で
は、最も親水レベルの低い“散策・展望に適した水質レベル５mg/L”を超える海域がみられ、ほぼ同様に分布して
いる状況です。冬季については、全海域で“５mg/L以下”となっています。

・夏季の海域・箇所別の経年変化を見ると、年による変動はみられるものの、ほぼ横ばいに推移している傾向です。

■水のきれいさ（表層ＣＯＤ）

【評 価】
・平成16～21年度までの期間(６年間)では明確な改善はみられず、年による変動はみられるものの、全海域で概ね横
ばいに推移していると考えられます。
・６年程度の短期間では明確な水質改善効果の発現は難しく、引き続き施策を着実に実施していくことが重要と考え
られます。

●

●再生行動計画前（平成11～15年度）
・夏季(6～8月）５年平均値※

■水平分布図
●現在(平成17～21年度)
・夏季(6～8月)の５年平均値※

●現在(平成17～21年度）
・冬季(12～2月)の５年平均値※

COD[mg/L]COD[mg/L]COD[mg/L]

概ね5mg/L
のライン

概ね5mg/L
のライン

■夏季の海域・箇所別 経年変化

※ＣＯＤ(化学的酸素要求量）とは、湖沼・海域の有機物による汚染状況を測る指標です。
河川では、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）が用いられます。

出典）公共用水域水質測定結果

※水質データは年変動が大きいことから５年平均値を採用。水平分布図は限られた測定箇所の水質データを基に作成しており、水質分布の傾向を
示しています。
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【Ｃ類型海域】 【Ｂ類型海域】

【Ａ類型海域】

出典）公共用水域水質測定結果

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5

A-8 A-9 A-10 A-11

・年変動･バラツキが大きく、概ね4～7mg/Lの範囲で
横ばいに推移

再生行動計画期間 再生行動計画期間

・年変動･バラツキが大きく、概ね3～6mg/Lの範囲で
横ばいに推移

再生行動計画期間 再生行動計画期間

・年変動が大きいがバラツキは比較的小さく、概ね
3～5mg/Lの範囲で横ばいに推移

・年変動･バラツキは小さく、概ね1～3mg/Lの範囲で
横ばいに推移



■■大阪湾のゴミを減らす大阪湾のゴミを減らす

（浮遊・漂着ゴミの削減）
・大阪湾クリーン作戦、瀬戸内･川と
海のクリーンアップ大作戦など市民
参画による取り組みを推進
回収活動の参加者数は例年3万人前後で、
H16～22の年間平均回収量約2,600㌧

・海洋環境整備船による浮遊ゴミ
や油等の回収を推進
毎年、大型ダンプ500台分のゴミ
を回収(約2,500㎥)

・海洋レーダによる流況データ等を利用した浮遊ゴミ･油等
の挙動解析の実施

（下水道の整備、高度処理の推進）
・H16～22の期間で下水処理場４箇所、高度処理施設13箇所が完成
H21末の下水道普及率は91.0%、高度処理人口普及率は45.6%

（農業集落排水事業）
・各府県の整備構想に基づき整備推進、H21末の整備率86.9%

（浄化槽整備事業）
・各府県の整備計画に基づき整備推進、大阪湾集水域における
H21末の汚水処理人口普及率96.6%

（河川浄化事業）
・琵琶湖内湖の浄化浚渫(５箇所)や内湖拡幅(２箇所)、栄養塩
溶出削減対策(覆土３箇所)、一時貯留池の整備などを実施

・淀川では流水保全水路の整備、鵜殿地区でヨシ原の再生、城北
地区でワンドの再生を実施

・大和川水系では浄化施設の設置･機能向上(８箇所)、モニタリン
グなどを実施

・寝屋川水系、石津川、樫井川河口でも浄化施設(５箇所)、浄化
浚渫(４箇所)を実施

・仁徳･内川で海水導水事業、近木川河口で汽水ワンド整備を実施

■■大阪湾のモニタリング大阪湾のモニタリング

（リアルタイムモニタリング）
・大阪湾内13箇所で、水質･流況等
の自動観測装置を設置(H21)
H22より観測データ配信を実施中

（大阪湾再生水質一斉調査）
・企業や大学等との協働で、夏場の１日を定め、水質
調査をH16から継続して実施(H22:470箇所)
※詳細は別紙参照

（大阪湾生き物一斉調査）
・市民・NPO団体等と協働で、沿岸部に棲息する生き物の
調査をH20から継続して実施
※詳細は別紙参照
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■■大阪湾の水をきれいにする大阪湾の水をきれいにする

（生物による浄化能力の強化）
・関西国際空港や新人工島他で、環境改善機能を備えた護岸
の整備を推進。多様な海藻の生息を確認

（窪地の埋め戻し）
・港湾整備に伴う浚渫土砂を活用し、堺２区や阪南２区など
で試験的に窪地の埋め戻しを実施

■■人と海との関わりを取り戻す人と海との関わりを取り戻す

（自然的な海岸線の整備）
・計画約5.9kmに対し、堺旧港の親水護岸他で3.7km完成
・海辺の環境学習やウォーキングには多くの方々が参加

（海に面した緑地の整備）
・計画約124.3haに対し、神戸空港他で約25.3ha完成
・堺7-3区｢共生の森｣、｢尼崎21世紀の森｣では、市民ボランティア
や企業等の協働による緑地の整備を推進中
・H22大阪湾アンケートの結果、回答数575の内､約２割の人が「10年
前に比べて「海の色･匂い」が良くなった･やや良くなった」と回答

■■生き物が棲みやすい場所を増やす生き物が棲みやすい場所を増やす

（場の整備）
・藻場は当初計画13.2haに対し、岬町沖他で35.05ha完成。海藻
が活着し、メバル・カサゴ等の保護・育成を確認
・浅場は計画約2.4haに対し、神戸空港他で2.4ha完成。 干潟は
計画約 13.7haに対し、堺２区他で13ha整備中。磯浜は計画約
3.4kmに対し、新島で 2.0km完成。砂浜は夢洲で 0.5km整備中

（直立護岸の改良・生物多様性の確保）
・実験施設として「生物共生型護岸(堺２区)」が完成(H21.12）
緑藻類が着生し、生き物が確認されている

■ 主 な 取 り 組 み の 進 捗 状 況

森林の整備

浄化浚渫

流入ごみの削減

合併浄化槽の整備

農業集落排水施設の整備

下水道の整備

高度処理の推進

干潟・砂浜・礫浜の整備・保全

藻場・浅場
の整備

護岸の改良
（生物による浄化能力の強化など）

海に親しめる空間の
整備・イベントの開催

浮遊・海底・漂着ごみの削減

モニタリング
調査の充実

総量規制基準
の遵守の徹底

面源負荷対策
浚渫・覆砂
窪地埋め戻し

海辺の緑地
の整備

合流式下水道の改善

河川浄化施設の整備

 

 

河口干潟の整備・保全

モニタリングデータ
の発信・共有

市民参加によるモニタ
リング（一斉調査） 

リアルタイム
モニタリング

 

 

森・川・海のネットワークを通じて、
美しく親しみやすい豊かな「魚庭(なにわ)の海」
の回復を目指します。

堺２区神戸空港 人工海水池（背後緑地）

植樹の様子

■■大阪湾に流れ込む汚れを減らす大阪湾に流れ込む汚れを減らす
（森林の整備）
・琵琶湖周辺、京都･大阪･奈良などの大阪湾集水域の各地で、地域住民、
ボランティア団体及び企業などの参画を得ながら森林整備を実施

・H16～21の年間の平均整備面積約14,000ha(うち約160haは市民等参画)
南あわじ市
広田浄化センター

甲賀市
信楽水再生センター

イメージ図

（普及率）

合併処理浄化槽の仕組み

覆土のイメージ

瀬と淵方式の浄化施設

緑藻類の着生

生物共生型護岸

森林整備面積等の推移

京都府西山

浅場(御前浜)

浅場(神戸空港島)

藻場(阪南市)

堺旧港（親水護岸）

海の教室

なぎさ海道ｳｫｰｸ

Dr.海洋

浮遊ゴミ

（H23.3現在）

淵 瀬

メバル

断面図
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高度処理普及率

大阪府
なわて水みらいセンター

大阪府
竜華水みらいセンター

奈良市

下水処理＋農業集落排水処理＋浄化槽処理他

内湖の浚渫・拡幅のイメージ

●洲本沖灯浮標

●関空MT局

●阪南沖窪地
●岸和田沖

浜寺航路第十号灯標●

●堺浜

淡路交流の翼港●
明石海峡航路東方沖灯浮標●

大阪港波浪観測塔●
●須磨海釣り公園

●淀川河口
六甲アイランド東水路中央大三号灯標●

●神戸港波浪観測塔

海洋環境船 Dｒ.海洋

大阪湾海洋短波レーダー

多様な海藻が繁茂

出典）近畿地方整備局調べ

出典）近畿地方整備局調べ

出典）近畿地方整備局調べ

出典）近畿地方整備局調べ



※下記の項目以外にも気象状況、水温、塩分などの調査を行っています。
底層DO等の水質は気象状況等により大きく変動し、下記の結果は調査日の状況を示したものです。

水質汚濁が心配される大阪湾の健康診断を行うために、海辺で活動を行っ
ている臨海部の企業や大学・市民団体などの協力をいただきながら、１年の
内で最も水質汚濁が懸念される夏場の１日を定めて、一斉に水質調査を実施
しています。

平成16年度より継続(７回:H16～22)して実施しており、海の生き物に影響
を及ぼす「貧酸素水塊」などの発生分布状況と、調査時の気象条件・塩分濃
度の分布などのデータの蓄積により、大阪湾の汚濁メカニズムの解明に役立
てる方針です。

調査規模は年々拡大しており、平成22年度は行政機関、市民団体、企業、
大学など44機関が参加し、8月3日を中心に大阪湾やその集水域(海域204点、
陸域266点)の計470地点で調査が実施されました。

■住民・市民、NPO、企業との連携・協働
■大阪湾再生水質一斉調査 ～年に１回の大阪湾の健康診断～

大阪湾の健康状況を

●： 調査地点

調査 状 況

大阪湾

琵琶湖

チェックしましょう！

◇平成22年度 大阪湾再生水質一斉調査の速報結果

●●底層底層DODO（溶存酸素量）（溶存酸素量）

・大阪湾東側の岸近くの海域で3mg/L未満の低い値を
示しています。
・大阪湾西側の海域では5mg/L以上で、東側と比較し
て高い値を示しています。

●●表層表層CODCOD（化学的酸素要求量）（化学的酸素要求量）

・大阪湾東側の海域を中心に5mg/Lを越える高い値を
示しています。
・大阪湾西側の海域では3mg/L以下で、東側と比較し
て低い値を示しています。

●●透明度透明度

・大阪湾東側の海域では3m以下の低い値を示してい
ます。

・大阪湾西側の海域では概ね5m以上で、東側と比較
して高い値を示しています。

（貧酸素水塊）
主に湾奥部の
箇所

行動計画の目標
（5mg/L以上） 行動計画の目標

（散策・展望：5mg/L以下）

行動計画の目標（潮干狩り：3mg/L以下）
（海水浴 ：2mg/L以下）
（ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ：1mg/L以下）

行動計画の当面の目標
（3mg/L以上）

大阪湾に関心をもっていただき、大阪湾の水環境や生き物の生息環境
を把握するために、多くの市民・団体の方々に参加いただき、沿岸部に
棲息する“生き物”の調査を実施しています。

平成20年度より継続して実施(３回目)しており、大阪湾沿岸に棲む生
き物の分布状況やその変化などのデータの蓄積により水環境と生き物の
生息環境の関連について調査する方針です。

調査規模は年々拡大しており、
平成22年度は環境保護団体など
16団体の計 792人が参加し、沿
岸部17箇所(22地点)の砂浜や磯
浜・干潟などで調査が実施され
ました。

■大阪湾生き物一斉調査 ～大阪湾の生き物たちに触れあい、身近な大阪湾を楽しみ・学ぶ～

実施状況（矢倉海岸）

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪南港野鳥園

(西池、北池) 

矢倉海岸、海老江海岸

大津川河口

阪南二区埋立地

樫井川河口
せんなん里海公園 

（磯海岸、ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ、砂浜） 

東川（落合川）河口 

アジュール舞子 

甲子園浜海浜公園
(磯、砂浜、東川干
潟、枝川・新砂浜)

高師浜

二色浜、近木川河口

（両岸、左岸）

香櫨園浜

男里川河口 

●

●

●

堺２区埋立地

洲本市大浜

調査地点

●

東川(落合川)河口

せんなん里海公園

男里川河口

樫井川河口

洲本市大浜

二色の浜

近木川河口

阪南２区埋立地

大津川河口

高師浜

大阪南港野鳥園

矢倉海岸

十三干潟(淀川)

甲子園浜海浜公園

香櫨園浜

アジュール舞子

◇平成22年度 大阪湾生き物一斉調査の結果概要

●●希少種の確認希少種の確認●●474474種の生き物を確認種の生き物を確認

●●フジツボの分布状況の確認フジツボの分布状況の確認

(外洋型) (河口～内湾型) (河口型)

・外洋型のクロフジツボは湾中間から湾口側で出現、河口型のドロフジツボは
湾奥で出現するなど、大阪湾沿岸に棲むフジツボの分布状況を確認
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■（参考） 大阪湾・東京湾・伊勢湾の比較

約110万人
(S40)

約200万人
(S60)

約160万人
(S50)流域内人口 約210万人

(H17)

下水処理場の整備
《奈良県》 ・浄化ｾﾝﾀｰ(S49～) ・第二浄化ｾﾝﾀｰ（S59～）・竜田川浄化ｾﾝﾀｰ(S60～)

［河口沖の水質］［発生負荷量と河川の水質］

低下

・Ｃ類型海域 環境基準：8mg/L以下

琵琶湖

大阪湾

淀川

大和川

▲：海域
■：大和川本川8地点

（C-3)

■（事例） 大和川の水質改善
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出典）自然環境保全基礎調査(環境省)、東京湾再生のための行動計画、中部地方下水道中期ビジョン、近畿地方整備局調べ

三大湾はいずれも閉鎖性海域で、自然海浜の消失、海水の汚濁等の課題を抱えています。中でも、大阪湾は浅場・
干潟・自然海岸延長の割合が少なく、生物多様性の低下(種類が少なくなる)が心配されます。

容積62.1km3

7km

容積39.4km3

12km

（三河湾）

容積41.8km3

7km

4km

（紀淡海峡）

（明石海峡）

大阪湾は、明石
海峡、紀淡海峡
の２箇所の開口
部をもつ地形的
な特質があり、
比較的、外洋系
水の影響を受け
やすい環境です。

出典）各府県の統計資料、各湾の流域別下水道整備総合計画・再生行動計画、海域環境情報提供システム(国土交通省)

・ 大和川は、昭和30年以降の急激な都市化の進行により、水質が大幅
に悪化しました。
→ 昭和45年：過去最低の水質、昭和52年：初の全国ワースト１

・ 下水道の普及が遅れていましたが、昭和62年頃からは大きく進展し、
下水道の普及等に伴い、流入負荷量は大きく減少しました。
→ 平成16年度には昭和59年度の約６割まで負荷量が減少

・ 河川浄化などの対策もあいまって、大和川の水質は大幅に改善し、
平成19年には初めてアユの産卵場所が確認されました。
→ 大和川本川８地点のBOD75%値は、平成20年に環境基準を達成
平成21、22年と連続して記録を更新中

・ 河口沖の海域水質については、流入負荷以外の影響も大きく、
近年は横ばい傾向ですが、長期的にみると改善されています。
→ 河口沖のCOD75%値は、４～５mg/L程度まで改善

約210万人
(H2)

第二浄化ｾﾝﾀｰ
(S59～)

浄化ｾﾝﾀｰ
(S49～)

竜田川浄化ｾﾝﾀｰ
(S60～)

大井水みらい
ｾﾝﾀｰ(H8～)

狭山水みらい
ｾﾝﾀｰ(S42～)

柏原堰堤新魚道で遡上したアユ

（奈良県）

（大阪府）

《大阪府》 ・狭山水みらいｾﾝﾀｰ(S42～) ・今池水みらいｾﾝﾀｰ（S60～） ・大井水みらいｾﾝﾀｰ(H8～)

低下
過去最低の水質
S45年 31.6mg/L

環境基準告示
（S45.9）

環境基準レベル5mg/L
（下流の一部区間 8mg/L、 中上流部 5mg/L）

今池水みらい
ｾﾝﾀｰ(S60～)

出典）大和川河川事務所資料、発生負荷量管理等調査(環境省）、公共用水域水質測定結果

大和川河口で採取さえたアユ仔魚

（平成23年3月作成）


